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I．はじめに

１．本研究の意義と課題

スポーツ史の個別研究領域の一つであるスポー

ツ技術史は、その始まりを今から約40年前に遡る

ことができる。1972年、日本体育史の草分け的存

在であった岸野雄三によって、運動そのものに眼

を向け、技術的な側面からスポーツの発達を追求

するスポーツ技術史の構想が掲げられたのであっ

た')。

このようなスポーツ技術史は、スポーツ史のみ

ならず、スポーツ運動学においても重要な研究領

域となっている。スポーツ運動学は、1968年に出

版された『序説運動学」のなかで、同じく岸野に

よって我が国に紹介された2)。1981年にはＫマ

イネルの「ＢＥＷＥＧＵＮＧＳＬＥＨＲＥ」が金子明友

によって「スポーツ運動学」というタイトルで翻

訳．出版されると、そのなかでもスポーツ技術の

歴史的研究の必要性が説かれているのである３１。

このようなことから、スポーツ技術史はスポー

ツ史とスポーツ運動学とが重なり合う大変重要な

研究領域であるといえる。ところが、管見なが

ら、スポーツ技術の歴史的研究はこれまでごく僅

かしか行われてこなかった。

このことは野球においても同様である。たとえ

ば「オーバースロー」という投球方法ひとつとっ

てみても、その投げ方が時代とともにどのような

変化を遂げてきたのかといったことは、これまで

取り上げられることはなかった。

筆者が取り組んでいる最も大きなテーマは、こ

うした現状を踏まえ、野球における技や技術の発

生と発展の過程を明らかにすることである。これ

までのところ、投手の投球について、その代表的

な投球方法であるオーバースローを対象に考察を

進めてきた。オーバースローにおいて「胴体の動

き」は動きの中心であり、大きな力を生み出す上

で重要な役割を担っている。また、「バックスイ

ング」とそれに続く「フオワードスイング」に

も、生み出された力をボールに伝えるといった大

切な役割があると考えられる。このようなこと

から、これまで、「胴体の動き」、「バックスイン

グ｣、「フォワードスイング」という順に、考察の

焦点を絞って、その変容過程を明らかにしてき

た4)。

これらに続く本研究ノートのテーマは、「下肢

の動き」である。脚の振り上げや本塁方向への踏

み込みといった動きは、投球の力を生み出すこと

や生み出した力を胴体へと伝える上で重要な役割

を果たしていると考えられる。そのような動きの

変容過程を明らかにすることが本研究ノートの目
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的である。

２．研究方法

(1)用語の整理

朝岡によれば、わが国では「運動」概念が多義

的に使用され、スポーツにおける技術概念もさま

ざまな意味で用いられている5)。こうした状況は

野球においても同様であるため、考察に先立って

技術概念の整理が必要であるが、このことについ

ては2011年の研究ノートを参照されたい6)。

①「下肢」と「下半身」

「下肢」と「下半身」という語について、まず

「肢」という字の「支」には「分支の意があり、

本体に対して四肢｣7)という意味があるため、「体

の、腰から下の部分｣8)を意味する「下半身」に

比べ、「あし」に焦点があてられた語であるとい

えよう◎本研究ノートでは、たとえば踏み出し足

の着地の仕方や脚の上げ方といった両足（脚）そ

れぞれの動きに焦点を当てていることから、「下

半身」ではなく「下肢」という語を用いることと

する。

②「足」と「脚」

「あし」を表す際には、「足」あるいは「脚」

という字を用いるのが一般的である。白川静によ

る『字通』をもとにそれぞれの字源を繕<と、

まず「足」という漢字の「口の部分は膝蓋骨の

形」であり、「足」とは「膝の関節より足鉦に至

るまでの形」を意味している9)。一方、「脚」に

ついては、「屈曲する膝をも含めて、足の全体を

いい、すべて上体の部分を支える柱状の部分をい

う｡｣'0)とある。本研究ノートでは、このような意

味で「足」と「脚」を区別して用いることとす

る。なお、特に断る場合を除いて、本論では右投

手を想定しての記述であり、また「軸足」という

場合には右足を意味するものとする。

(2)資料及び文献について

運動技術史を考察するための資料として、まず

単行本や雑誌、新聞、部史といった文字資料があ

げられる。なかでも、選手や指導者によって著さ

れた、いわゆる技術書・指導書とよばれる単行本

Iま、その果たしてきた役割を考えると資料の中心

になると考えられる。この他にも、野球雑誌や新

聞にも選手や指導者の野球理論が掲載されること

が多く、資料として欠かすことはできない。ま

た、特定の人物やチーム、時代を取り上げたもの

や部史に記録されている回顧談などは技術の伝播

や伝承の様子を知る上で有効な手がかりとなるだ

ろうし、写真やイラスト、映像といった非文字資

料、さらには選手や指導者への聞き取りなどもま

た、貴重な資料となり得る。一方で、戦後にみら

れるスポーツ科学の領域における理論や研究成

果、たとえばスポーツバイオメカニクスの研究領

域で行われてきた投球動作に関する分析的な研究

やトレーニング学の研究領域における理論や研究

成果などは、その時代の選手や指導者に何らかの

形で影響を与えていることも十分に考えられる。

したがって、こうした研究成果や研究そのものの

歴史を把握しておくこともまた、運動技術史を把

握する上では欠かせない。

本研究ノートでは、こうした資料のなかでも、

技術書・指導書を考察の範囲とした。資料の特定

については、これまでと同様に、以下の手順で進

めた。つまり、野球が日本に伝来したとされる

1872年から2008年までに出版された野球に関する

文献の列挙、タイトルを基にした技術書・指導書

の抽出、そして内容の精査による文献の特定へと

進み、最後に同一著者である場合にはその内容を

改めて精査し、明らかな違いがみられない場合に

は最も古い文献を考察の対象とした。

(3)考察上の着眼点

運動技術は一定不変なものではなく、時代の流

れと共に、様々に変化してきた。それらは競技規

則の改正や用具、施設の改良などに対応しなが

ら、多くの指導者や選手によって修正が重ねら

れ、今日にいたっている。したがって、運動技術

の歴史を追究する上で、何が運動技術を変化させ

てきたのか、すなわち運動技術を変化させた要因

に目を向けることが不可欠である。そのことが運

動技術の特徴をより一層明確に捉えることにもつ

ながるからである。ただし本研究ノートでは、こ
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うした変化の要因についての考察は今後の課題と

し、運動技術がどのような変化を遂げてきたのか

といった、運動技術の変遷そのものに着眼して考

察を進めた。

Ⅱ、最初の記述以前の「下肢の動き」

文献上、オーバースローの「下肢の動き」に関

する記述がみられるようになるのは1921年のこと

であった。渡辺によれば、ベースボールが我が国

に伝来したのは明治初年のことであるので'')、約

50年もの間、「下肢の動き」に関する記述がみら

れないということになる。この時期は投球に関す

る競技規則にいくつもの変更が重ねられた時期で

あるため、ここでは投球に関する競技規則の変遷

を概観した上で、「下肢の動き」に関心が集まる

に至らなかった理由について考察する。

？
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図１高橋慶太郎：「ベースボール術』東京神田同文

館、1899年。

１．投球に関する競技規則の変遷

(1)投手ボックスからのアンダーハンドピッチ

ベースボールが我が国に伝来した当時には、今

日のようなマウンドはなかった。平坦な場所に

「投手ボックス」と呼ばれる四角形の枠があり、

投手はその中から投げなければならなかったので

ある。その投げ方について、1885年に坪井玄道と

田中盛業によって編まれた『戸外遊戯法」には次

のような規則が記されている。「投グル時ハ其両

足ハ地上ヲ踏ムヲ要ス其球ヲ「ホームベース」二

向ツテ投グルトキハ腎ヲ下二垂し後部ヨリ運ビ

テ球ヲ投グベシ｣'2)。つまり、図１のように、伸

ばした腕を振り子のようにして下からボールを投

げなければならなかったのである。こうした規則

は、「可及的球ヲ『ホームベース」ノ位置ニ近ク

且打球者ノ全望スル高サニ之ヲ投グルコトニ注意

スベシ｣'3)とあるように、打者の要求する高さに

ボールを投げることが投手の役割であったこと

と関係があろう。また、「下肢の動き」について

は、「投グル時ハ其両足ハ地上ヲ踏ムヲ要ス」'4）

という記述のみであり、具体的な動き方について

は記されていない。

(2)アンダーハンドピッチからオーバースローへ

1890年には第一高等学校がオーバースローを認

める最新の規則を用いて試合をしている。この規

則は米国のルールブックを初めて訳したもので、

1895年に第一高等学校校友会が編んだ『一高野

球部史」のなかに掲載されている'5)。この規則に

よって投手のオーバースローが初めて容認され、

打者の望むところに投げなければならないといっ

た規定もなくなった。また、ストライクゾーンに

ついては、高低の幅が肩から膝の間までとされて

おり、1950年に脇下から膝頭の間へと変更される

まで、この規則が変更されることはなかった。

(3)投手ボックスから投手板へ－踏み出し足で投

手板を踏んでの投球

君島一郎が1972年に著した「日本野球創世記」

によれば、投手板を使用する新ルールによる最初

の試合は、1897年の６月３日、一高対アマチュ

ア・クラブの試合であった'6)。ところが、この当
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粍宅心牌略べ

図２守山恒太郎：『野球之友』東京民友社、1902年、

７０頁。

時、投手板の使い方をめぐって一大論争が巻き起

こっていた。いわゆるプレート論争である。投げ

る時には片足をこの投手板に触れていなければな

らないとされたのだが、どちらの足を触れさせる

のかといった解釈が問題になっていた。結局のと

ころ、論争は踏み出し足で投手板を踏むという

誤った解釈に決着してしまう。すなわち、図２の

ように、踏み出した足で投手板を踏まなければな

らないとされたのである。

(4)マウンドの高さの規定と投手板の正しい解釈

一軸足で投手板を踏んでの投球

早稲田大学野球部による我が国初の米国遠征に

よって、当時としては最新の競技規則や用具、技

術、野球理論などが「科学的野球」と呼ばれて

我が国にもたらされた。スパイクの使用が始ま

り、マウンドの高さも「十五寸以上高かるべから

ず｣'7)と規定された。一大論争を巻き起こしてい

た投手板の解釈は、軸足で踏んでから投球すれば

よいということに正された。したがって、細かな

変遷はあるものの、1905年をもって投手の投球に

関する規則は今日とほぼ同様の内容になったとい

えよう。

２．なぜ「下肢の動き」に関心が集まらなかった

のか

米国の最新の野球理論や技術は、遠征に参加し

た選手や指導者によって積極的に発表された。と

ころが、ようやく投手板の正しい使用方法、マウ

ンドの高さの規定、そしてスパイクの使用といっ

た条件が整ったにも関わらず、技術害・指導書に

「下肢の動き」に関する記述がみられない。その

一因として考えられるのが、軸足で投手板を踏み

ながら腕をぐるぐると回ず動き、すなわち「ボ

ディー・スイング」に多大な関心が集まっていた

ことである。

米国遠征に主将として参加した橋戸は、帰国後

すぐに著した1905年の『最近野球術」のなかで、

「ボディー・スイング」について「これは球を投

ずる時、単に肩或は腕の力に依らずして、善く全

身の力を之に注ぎ得る法を云ふ｣'8)とした上で、

その動き方について次のように説明している。す

なわち、「投手は先づ右足のみを、プレートに附

着し置き（右手の投手の場合）左足は必ずしも共

に揃ふる事を要せず、そして愈投球の態度を取

る時は、其球を持てる腕を、二回或は三回高く

円'9)を作るが如くに廻はし、力の十分に入りた

る機会を見て、両手を出来能ふ丈後方に引き、満

身の力を肩に篭めて、球を繰り出すなり」20)。

また、次のような記述からは、当時の「ボ

ディー・スイング」を巡る試行錯誤の様子が伺え

る。「此ボディー、スウィングの方法は、二三に

して止まらず。或者は高く其腕を回す者あり、或

者は下方に向ふて手を延はす者あり、又其腕を回

転するにも、二回の者あり、三回の者あり、一概

に云い難しと雌、要は全身の力を肩より腕に掛け

て、濯がんとするにあるを以て、初心者は其心得

を以て訓練すれば、功験頗る大なる者あらん。余

は今之を説くも、現今の投手にして、直ちに此原

理を応用せんとするや否や、知るべからずと錐、

我国野球界の進歩に伴ひて、凡ての投手が此法を

採用するの日が、必ず近き将来にあるべきを信
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ず｣２１)。こうした試行錯誤のなかでは、「下肢の動

き」に関心がよせられるにいたらなかったのでは

ないだろうか。

皿いかに大きな力を生み出すか

1920年代前半から1960年ころにおいては、いか

に大きな力を生み出し、より速いボールを投げる

か、といったことが「下肢の動き」の発展の方向

性であった。そして、そのための動き方は、脚を

あげて強く踏み出すことにはじまり、腰をひねる

こと、そして重心移動によって大きな力を生み出

すことへと変容を遂げた。

１．脚をあげることと強く踏み出すこと

1921年に出版されたJ・マグローによる『野球

技の科学的研究」において、はじめて「下肢の動

き」に関する記述がみられる22)。ここにみられる

記述は次の２カ所である。ひとつめは、脚をあげ

る局面について述べられているもので、「右足で

全身を支え左足を上げて身体をぐっと思ひ切り後

ろに引く、右手も後方へ引く、而して中心を失は

い限りは身体や手は出来る丈け後ろへ引く方がよ

い｣23)という記述である。図３は、DazzyVance

という投手で、マグローが監督を務めたのと同時

期、1915年から1935年に活躍した投手である。こ

の図からは、ここに記されている動き方を伺い知

ることができよう。ふたつめには、「投手の成否
一ママ

の分るる重要点は足の踏み方である。始め両足は

殆んど平行に打者から等距離に投手板上に置く。

球を投げると同時に左足は思い切って強く踏み出

すのであるが、其の踏み出す距離は投手の体格と

足の長さ其他の事情の差異によって一様ではな

い｣24)というものであった。これらの記述は、今

日からみれば決して詳細なものとはいえない。し

かし、この文献が出版された以降に「下肢の動

き」に関する記述が散見されるようになることか

ら、本書が「下肢の動き」に関心が集まる大きな

きっかけになったと考えられる。

図'３ ＷｌＬＬｌＡＭＦ･ＭｃＮＥｌＬ：「ＴｈｅＥｖｏｌｕｔｉｏｎｏｆ

Ｐ１ＴＣＨｌＮＧｉｎＭＡＪＯＲＬＥＡＧＵＥＢＡＳＥＢＡＬＵ

ＭｃＦａｒｌａｎｄ，2006,ｐ70.

２．「腰のひねり」への気づきに伴う「下肢の動

き」への関心の高まり

1928年に飛田穂洲が著した『ベースボール内

野編」もまた、運動技術史を繕<上で書かせない

文献である25)。ここにみられる特徴は、「腰のひ

ねり」が投手の投球において不可欠であるとして

いる点である。飛田は次のように記している。

「腰の強弱は、球力に多大の影響を及ぼす。投球

の際は左の腰を十分に前に出し、急速に捻らねば
ママ’

ならぬ。この捻りが急速にさうして十二分に捻

られてないと、球の速力が出ない｣26)。こうした

「腰のひねり」への気づきに伴い、次のような

「下肢の動き」への関心が高まっていった。

まず、脚の上げ方について「足は身体の土台で

ある。土台が確実でなければよき投球は出来な

い。投球の直前にあげられる足は三塁の方に向く

位がよい｣27)とある。このことによって、足を上

げたときに腰のラインが本塁に対してほぼ直角と

なり、それによって腰を十分にひねるための準備

ができるようになったと考えられる。

次に、踏み出し足の着地の仕方について、「踏

出されたる足は、必ず爪先から地面に落つるよう
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にしなければならない。瞳が先につくような踏出

し方は最も拙劣で、かかる投球をなすものは立派

な投球が出来ない｣28)としている。このことにつ

いては、これ以降、つま先から着地すべきという

ものや、つま先と瞳を同時に着地すべきとするも

の、あるいは内側から着地をすべきとするものな

ど、様々な見解がみられる。そうした記述のはじ

まりがこの頃であった。

さらには、踏み出す位置について次のように述

べられている。「足の踏み出し方によって投球上

様々の変化を生ずる。最も自然的な踏出し方は

ホームプレートに向かって真直ぐに踏出すのであ

る。すなわち投手と捕手との一直線上に正しく踏

出すのである｣29)としている。

こうした記述のなかでも特に取り上げておきた

いことは、飛田が「正しい」あるいは「立派な」

といった表現をよく用いていることである。そう

した表現の背景には、自身の野球理論に対する相

当の自信があったように思われる。そのような野

球理論はどのようにして形成されたのであろう

か。あるいは、飛田は「腰には粘りがなくてはい

けない、鋼鉄の様な腰は投手には不適当である。

柔軟性にして粘りを持つ腰が理想である」30)な

ど、いわゆる足腰の大切さを本書のいたるところ

で強調している。そして、「足は投球の土台であ

る。走ることによって足も強くなるし、呼吸も丈

夫になる。他の選手の走る分量よりも二倍三倍走

るがよい｣３１)とも述べている。今日においても、

足腰の強さは良い投手の条件であるといわれてい

るが、そうした言説のはじまりをこのころの飛田

の主張にみることができると考える。

３．重心移動のための「下肢の動き」

1940年代後半から、「重心移動」への関心が高

まり、いかに重心の移動をスムーズに行うかと

いったことが投球における大きな課題になってい

く。こうしたことが「下肢の動き」の発展の方向

性となり、「振り上げ脚の反動による重心移動｣、

そして「軸足の押し出しによる重心移動」へと変

化することとなる。

(1)振り上げ脚の反動による重心移動

重心移動について言及されている最も古い文献

が、1947年に三宅大輔によって著された『続野

球学」である32)。このなかでは、振り上げ脚の反

動によって重心移動を行うことについて、「左足

（右投手標準）を出来る丈け高<上げ（足を曲げ

ずに、上げて、足先が、頭の上へ行く程度）足を

前方へ下ろしながら、腰をひねって、上体を前

へ、のめる程、反動を与えて、重心の移動を、行

うのである。（上げた足が曲がっていると、反動

力が少ない)｣33)と解説されている。

また、著者である三宅は今日の沢村賞の由来と

もなっている大投手、沢村栄治を直接指導した指

導者としても知られている。その沢村の写真が

図４である。また三宅は、1965年に著した「野

球学」のなかでも、図５の写真を指しながら、

「この写真の投手同様に、足を高く上げて投げ

ていた｣34）と沢村の投げ方を述‘壊している。した

がって、ここで述べられている「下肢の動き」は

沢村によって実現されていたとみてよいだろう。

いずれの写真をみても、勢いよく脚を踏み出そう

とする躍動感が感じられる。「重心移動」という

課題が明確になるにつれて、脚をあげる動きは単

に姿勢のバランスを保つだけでなく、強く踏み込

むための準備動作としての役割を担うようになっ

たと考えられる。

(2)軸足の押し出し動作による重心移動

1949年に神田順治が著した『野球ハンドブッ

ク」には、重心移動の際に投手板を蹴るようにし

て、軸足の膝を伸ばす動きについて解説されてい
ママ

る。そこでは、「軸足は投球と同時にプレイトを

蹴って｣35)とあるように「蹴る」という表記が用

いられていた。この「蹴る」という表記につい

て、その後、表記を補足するような言説が散見

される。1954年に森茂雄が著した「野球守備編

Ⅱ」もその一つであり、そのなかで森は、「右足

で重心を前方に押し出すような運動を起せば、自

然左足も前方に踏出すことになり重心も容易に左

足に移動出来ることになる、所謂足の蹴りとは

此の事である｣36)と述べている。また最初に「蹴
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図４ベースボール・マガジン社編：『日本プロ野球６０

年史」ベースボール・マガジン社、1994年、４９

頁。

る」と表記した神田も、1959年の「図解コーチ

学生野球』のなかで次のように補足している。

「軸足のケリを使うというが、これは足を蹴って

体重を移動するのではなく、軸足の膝に集まった

力をバネにして腰を内側＝本塁側＝に押すような

形で使うことを意味する。このようにすれば左足

が地面に触れ、腰を回転するとき重心は自然に前

腰に移動して見た目では蹴ったようになる。軸足

のケリで鋭く腰を回わし、球を投げるのではな

く、体重を利用して前の腰で引き落すから軸足は

うまく体重を移動することができる。つまりこの

軸足がけったようにみえるわけである｣37)と説明

をしている。

軸足の押し出し動作について、1952年に我が国

に紹介された『ボブ・フェラーのピッチング』

は注目すべき文献のひとつである38)。そのなかで

ワ滝ﾚｰﾚ家輔桑パ挫酔？

投手のデー鎌。（霧勤

図５三宅大輔：『野球学』ベースボール・マガジン

社、1965年、162頁。

は、まず、軸足の動きについて「速球を投げるに

さいしての、もっとも大切な瞬間は、右足から左

足へと体重を射出するときである。ここで右足は

再び重要な役割を果たす。すなわち投手板の上に

支えていた身体を、この位置から前方へ押しや

り、肩や腕をむちのように動かす運動量を維持す

るのである」39）と説明されている。また、「体重

が完全に後ろにかかったときには、投手の身体

は、弾をつめ撃鉄を掛けた銃にたとえられる。

がっちりと、しかも曲がっている右足は、弾丸

を発射させる火薬にもたとえられよう」40)と述べ

て、あらかじめ軸足の膝を曲げておくことの大切

さが説かれている。

こうした軸足の押し出し動作の出現に伴い、そ

れまでのように振り上げ足を高くあげて、その反

動によって重心移動を行うような動きは次第にみ

られなくなっていった。そのような動きについ

て、ボブ・フェラーも次のように戒めている。

「まだ経験の浅かったころの私は、この左足を非
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常に高く蹴り上げていたが、これは悪いことだ。

これは身体のバランスをこわしがちだし、またそ

れによって球にスピードが加わるとしても、知れ

たものだからである｣４１)。

Ⅳ．いかに効率よく力を利用するか

1960年代の記述内容には、1940年代後半からみ

られた「重心移動」という発展の方向性に変化が

みられる。すなわち、このころから力をためるこ

とに関する記述が散見されるようになるのであ

る。このことからは、いかに効率よく、また経済

的に力を利用するかということへの方向性の変化

をみることができよう。

１．力をためることについて

力をためることに関する初めての記述は、１９６４

年に大島信雄が著した「目で見る野球上達法』

にみられる。そのなかで大島は、「つま先がやや

内側を向くようにしないと、ヒザも外に開き加減

になり、体の力を、ポールをはなす瞬間まで、た

めておくことができません。それまでに、体の力

の何分の一かが逃げてしまうのです｣42)と述べて

いる。つま先を内側に向けることについては、否

定的な見解もみられるものの、体の力をためてお

くことはこの時代の発展の方向性となっていく。

このような変化の一因として、1950年に、スト

ライクゾーンの高さが「肩から膝」から「脇下か

ら膝頭」へと変更になったことが考えられる。そ

の他にも、打撃技術の向上や投球スタイルの変化

といった要因なども考えられる。発展の方向性が

なぜ変化したのか、その要因を検討することこそ

運動技術史的研究のテーマであるので、今後の課

題としたい。

２．「腰のため」

1967年に別所毅彦が著した『ピッチング教室』

には、投球動作に関する詳細な内容がみられ、こ

れ以降に出版される技術害・指導書でも受け継が

れている内容も少なくない。「腰のため」に関す

る記述もその一つであり、本書では次のように解

説されている。「左脚をあげたままの状態で、腰

を中心に前方に移動させる。（あげた脚をすぐお

ろしてしまうと『腰がはやく開く』状態になりよ

くない）つまり、この腰の入った状態を前方に移

動させ、腰を切るポイントまでが“ダメ”にな

る。これが『コントロール』『スピード』に重大

な関係を持つポイントになる｣43)。また、こうし

た説明を補足するように図６のような写真も掲載

されている。

こうした「腰のため」によって、「下肢の動

き」にも変化がみられる。まず、脚のあげ方につ

いて、「上げる足に力がはいりすぎると、自然に

足のおりる時間もはやくなり、“ダメ”ができず

バランスもくずれる」という理由から「軽く巻

くような感じで右足(軸足)に接しながF上げ
る。足先にも力をいれないように」と記されてい

る44)。脱力することへの気づきも見逃すわけには

いかないが、ここでは脚をあげて反動をつけてい

たころとの明らかな違いを確認するにとどめた

い。次に、軸足について「軸足はできるだけまっ

すぐ伸ばし、前方移動のさい、軽く折れるのがよ

鱗”

臼

瀞

ジ

i1l1i
蝋｡が蕊“

図６別所毅彦：|｢ピッチング教室』鶴書房、1967年、

３４頁。



野球における投手の投球に関する運動技術史的研究 6９

い。左足を上げると同時に軸足が折れると、ス

テップが広くなり、コントロールが悪くなる｣45）

と指摘されている。

３．「ドロップ．アンド°ドライブ」

1975年に出版された「現代野球百科』には、

「腰のため」という表記こそみられないが、そ

れと同様の動きの大切さが説かれている16)。そ

こでは、「旋回47)が終わる前に、からだを前方に
‐ママ

のめらし始める」ことが陥りやすい欠点であ１，，
ママ

そのような投げ方は「ラニング・スタート（かけ

出し投球)」あるいは「突進型」と呼ばれ、戒め

られている。そして、脚をあげたときに「ひとい

きついてから投球」することが重要であると記さ

れている48)。その模範としてあげられているのが

トム．シーバーであり、シーバー本人も「モー

ションの頂点での軽い小休止で、自分自身を十分

に落ち着かせ、プレートに投げる前にバランスと

タイミングを一緒に整える」、あるいは「小休止

はすべての調和をとり、うまく融合して働くよう

にさせ、腰や足を正しい投球姿勢に持ち込ませて

くれる」と述べている49)。ここで述べられている

「小休止」こそ「腰のため」と同様のことを意味

していると思われる。

この『現代野球百科」ではさらに、「ドロッ

プ．アンド・ドライブ（沈み込んでのり出せ)」

という動きが解説されている。この動きの特徴

は、脚をあげる際に軸足の膝を曲げて重心を低く

保ち、軸足で押し出すようにして重心移動を行う

鱗織繍iｉ

鱗鱗
偲 稀騨鴬

繍鍵

点である。すなわち、「投手は軸足の膝を曲げる

ことで自分のからだを低く保つ。こうすれば投球

にのり出すためのよりよい姿勢がとれる。これ

は、投手が投球する場合、格別の努力をしなけれ

ばならない点だ。必要とされる体勢を確保しよう

として、膝を曲げてからだを沈め、次いで投手

板からからだを押し出していく」50)と記されてい

るのである。また、「ドロップ．アンド・ドライ

ブ」を体現している投手として、再びトム・シー

バーがあげられており、「シーバーは、腰を存分

に使って投げ込んでゆく。からだの重心を可能な

限り、その腰の下部におくことに努める。シー

バーは、低い位置から正確に打者の方へからだ

をのり出してゆく。そのとき彼の右膝は、地面

に触れて汚れてしまう」５１）と解説されている。

図７は、本書に掲載されているトム・シーバーの

投球動作を示した連続写真である。これをみて

も、重心が低く膝が地面に触れているのがわか

る。

こうした記述をまとめると、「ドロップ・アン

ド・ドライブ」とは、まず脚をあげる際の「腰の

ため」あるいは「小休止」によって力がためら

れ、続く重心移動では、重心を低く保つと同時に

本塁方向に向かってのりだすように軸足で押し出

すような動き方であったといえよう52)。

４．力をためるための「下肢の動き」

1980年代になると、力をためることを目的とし

た「下肢の動き」が散見されるようになる。１９８４

識職
灘蕊織 劇 鋪

図７ウォルター・オルストン、ダン・ワイスコップ著、ベースボール・マガジン社編訳：『現代野球百科』ベース

ボール・マガジン社、1975年、164-165頁。
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年に平松政次が監修した『ピッチング』では、次

のような動きが解説されている。「足の裏で着地

するのではなく、足の親指側の側面から着地する

ということ。つまり、左膝を内側にしめて、親指

のツマ先から地面をとらえる感じだ。ベタ足で

は、パワーをためることはできない｣53)。こうし

た動きは、踏み出し脚の膝だけではなく両膝を内

側に絞る動きへと発展する。1988年の土屋弘光

による『NEW野球テクニック投手・守備編』に

は、「腰の前方移動とともに、ステップが始まる

が、前足が着地するまで、両足のひざを内側にし

ぼって（内側に向けて閉じて）前足をステップし

ていく」とあり、「これは、投球の一瞬にそなえ

て、腰と両足の『ため」をたくわえるためだ」と

解説されているのである54)。

５．「ドロップ．アンド●ドライブ」の否定と

「ヒップ●ファースト」

1998年に手塚一志によって『ピッチングの正

体』が発表されると、手塚はそのなかで、独自の

用語によって投球動作を詳細に分析している。

「ヒップ●ファースト」という動き方もそのひと

つである。手塚は、図８のようなイラストととも

に次のように解説している。すなわち、「ケツか

らの並進運動を【ヒップ．ファースト．フォー

ル】と名付ける。肩から行う並進運動は【ショル

ダー．ファースト・フォール】と名付け区別する

ことにする」とした上で、「並進運動はケシから

行うべきである。決して肩から進んではならな

い。（中略）ケツから進んでいくことで初めて、

土台からの順序良い回旋が実現可能となる」と述

べているのである55)。こうした動き方は、これ以

降の文献にも散見される。たとえば、2001年に

伊藤栄治が監修した『野球上達ＢＯＯＫピッチン

グ」でも、「ステップ動作に入るときのポイント

は、いかに尻が先行する形でキャッチャー側へ体

重移動ができるか。『尻がキャッチャー側に向っ

ていく』ように動くことで、下半身のパワーがロ

スなく使え、上半身と腕の動きも生きてくる｣56）

と解説されている｡このような記述から、啓部を

麺０Ｍ⑪

一一匡一を…蒜誤＝二二＝一三＝一一

図45ａ前ケツ先行のﾋｯﾌﾟ，ファースト

図８手塚一志：『ピッチングの正体』ベースボール．

マガジン社、1998年、７０頁。

先行させるようにして重心移動を行うことが、一

般的な動き方としてひろまっていったと考えられ

る。

また手塚は、「ドロップ．アンド・ドライブ」

に対する否定的な見解を提示している。すなわ

ち、「後ろ脚のひざを急に折り曲げて重心を落下

させる動きのことを【ディップ・モーション】と

呼ぶ」とした上で、「このようなエネルギーの受

け渡し方法は、明らかにエネルギーのムダ遣いを

していると言わざるを得ない。なぜなら、エネル

ギーのベクトルの向きが、ポールを加速したい方

向、つまりホームベース方向には向いていないか

らである」と指摘しているのである57)。そして、

「スキー板の内側のエッジを立てる様な動き」

を「エッジング」と呼び、「後ろ脚の【エッジン

グｌが利いた状態でヒップ．ファースト」を行い

「重心の軌跡」が図９のようになることが理想的

であるとしている58)。2008年までの文献において

は、1998年に発表された手塚による理論が「下肢

の動き」に関する最も新しい内容であった｡

Ｖ・おわりに

本研究ノートの目的は、「下肢の動き」に焦点

を絞り、その変遷を明らかにすることであった。

「下肢の動き」に関心が寄せられるようになるの
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図９手塚一志：『ピッチングの正体」ベースボール・

マガジン社、1998年、８３頁。

Iま1920年代はじめのことであり、当初は、「いか

に大きな力を生み出すか」ということに課題があ

り、それは脚をあげることと強く踏み出すことに

よって解決されていた。1930年ころから「腰のひ

ねり」が重視されるようになると、脚をあげる際

にはつま先を三塁側に向けることや踏み出し足は

つま先から着地することなど、「下肢の動き」に

ついて詳細に論じられるようになっていく。１９４０

年代の後半には、「重心移動」によって大きな力

を生み出すことが主張されるようになる。すなわ

ち、振り上げ脚の反動や軸足の押し出し動作によ

る重心移動がみられるようになるのである。

1960年代に入るころから発展の方向性に、いか

に効率よく力を利用するかということへの変化が

みられる。とりわけ、「腰のため」が重要な身体

操作となり、脚をあげた姿勢を維持したまま重心

移動を行う「腰のため」によって、力をためるこ

とが重視されるようになった。1970年代には、こ

うした「腰のため」だけでなく、「ドロップ．ア

ンド・ドライブ｣、すなわち軸足の膝を曲げて重

心を低く保ち、本塁方向に向かってのりだすよう

にして軸足で押し出す身体操作が米国からもたら

されている。また、「腰のため」による投球が主

流になるにつれて、力をためるための「下肢の動

き」が散見されるようになるのが1980年代のこと

であった。脚を振り上げる際には、バランスを保

つことや力を抜くことが重視されるようになる。

さらには、力をためるために踏み出し足の膝や軸

足の膝を内側にしぼるようにすることも新たな動

き方として提示された。1990年代の終りころから

は「ヒップ・ファースト」、すなわち、害部を先

行させるようにして重心移動を行う動き方が一般

的となり、今日に至っている。

今後の課題は、これまで明らかにしてきた「胴

体の動き」や「バックスイング｣、「フオワードス

イング｣、そして今回明らかになった「下肢の動

き」の発展過程を含めながら、オーバースローの

運動技術史を総合的に考察することである。マイ

ネルが指摘しているように「四肢のすべての運動

を全体の運動や運動の目的との関わり合いにおい

て_'59)考察することが残された課題である。
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